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裁量労働制の拡大に反対する意見書 

 

現在、厚生労働大臣の諮問機関である労働政策審議会で裁量労働制の見直しが議

論されています。 

裁量労働制は、仕事の進め方を「労働者の裁量に委ねる必要がある」と労使が認

めた業務に従事する労働者に適用されるものであり、何時間働いても、あらかじめ

決められたみなし労働時間分の賃金しか支払われません。業務の遂行手段や時間配

分に裁量はあるとされますが、肝心の業務量には裁量がありません。「裁量労働制実

態調査」では、適用労働者の平均労働時間は非適用労働者より長く、特に企画業務

型適用労働者の１日の平均労働時間は９時間１５分となるなど、裁量労働制によっ

て長時間労働となる傾向が指摘されています。とりわけ深刻なのは、過労死ライン

である月８０時間の残業時間を超える労働者のうち、裁量労働制適用労働者の方の

割合が高いことです。 

労働災害、過労死を防止するためには長時間労働を是正することが必要ですが、

裁量労働制の適用はそれと逆行するものであり、適用対象の拡大はそうした労働者

を増やすことにつながります。 

 よって、中野区議会は、政府に対し、裁量労働制の拡大をしないよう求めます。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 
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